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病原因子分泌機構（９型分泌機構 ; T9SS）はバクテロイデーテスに保存される分泌装置で、

Porphyromonas gingivalisをはじめ、Tannerella forsythia、Prevotella intermedia等の多くの歯周病
菌が共通して持つ病原因子分泌機構である。P. gingivalis の場合、この分泌装置によって、組織障害性
プロテアーゼ、関節リュウマチに関わるシトルリン化酵素、赤血球凝集因子など、少なくとも３０弱程

のタンパク質が分泌されることが報告されている。 
T9SS分泌タンパク質の輸送タンパク質の特徴を知るために、P. gingivalis の T9SS分泌タンパク質で
ある、HBP35全長タンパク質（プロ型）の X線結晶構造解析を行なった。これまでに報告のある T9SS
分泌タンパク質 Gingipain (Kgp, Rgp)（分泌型） 等の構造と、HBP35の構造を比較することにより、
T9SS分泌タンパク質は、機能ドメイン、Ig-like domain、C-terminal domain を基本構造として持つこ
とが示された。Ig-like domainを欠失したHBP35 (HBP35ΔIg) および Gingipain (KgpΔIg、RgpΔIg) を
P. gingivalisにおいて発現させたところ、HBP35ΔIg および RgpBΔIg は、各々抗Hbp35抗体および抗
Rgp 抗体を用いたイムノブロットで検出されなくなった。これらは、菌体内で品質管理タンパク質の１
つである HtrAプロテアーゼによって分解されており、Ig-like domainを欠失した T9SS分泌タンパク
質が、タンパク質凝集していることが示唆された。一方、HBP35タンパク質の構造から、Ig-like domain
は、機能ドメインと Ig-like domain 間のドメインの疎水性面を覆うことによって、菌体内での凝集を防
いでいることが示唆された。 

Rgpの Ig-like domainをKgpのものと入れ替えると、菌体内でHtrAにより分解された。また、HBP35
の Ig-like domainを、構造の似た他菌の Ig-like domainと入れ替えると、HtrAによる分解は免れるも
のの、菌体外に分泌されなかった。このことから T9SS 分泌機構により分泌される T9SS 分泌タンパク
質には、各々の機能ドメインに合わせた Ig-like domainが必須だということが明らかとなった。 
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